
高　

木　

昌　

史

グ
リ
ム
童
話
と
日
本
昔
話

―
昔
話
・
東
西
一
致
の
謎
―



　　　　26

序

「
と
う
て
い
そ
の
伝
播
の
経
路
が
分
か
り
そ
う
も
な
い
話
に
、
幾
つ
と
な
き
全
世
界
の
一
致
の
あ
る
こ
と
」（『
郷
土
生
活
の
研

究
法
』
一
九
三
五
年

（
１
））。

「
私
ど
も
の
驚
い
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、［
…
…
］
二
つ
の
遠
く
離
れ
た
も
の
が
、
か
え
っ
て
互
い
に
似
通
う
て
い
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
」（『
昔
話
と
文
学
』
一
九
三
八
年

（
２
））。

「
今
日
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
説
明
し
得
な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
は
何
か
よ
く
よ
く
の
、
ま
っ
た
く
我
々
の
知
ら
な
い
原
因
が

あ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
」（『
昔
話
覚
書
』
一
九
四
三
年

（
３
））。

　

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
、
国
際
連
盟
委
任
統
治
委
員
を
辞
任
し
た
柳
田
国
男
は
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
か
ら
帰
国
し
た
後
、

約
十
年
間
、
滞
欧
前
後
に
収
集
し
た
洋
書
文
献
を
旺
盛
に
読
破
し
な
が
ら
昔
話
を
集
中
的
に
研
究
し（

４
）、

右
の
よ
う
に
そ
の
感
想
を
吐

露
し
た（

５
）。

　

口
承
文
芸
の
一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
昔
話
は
、〈
伝
播
の
経
路
〉
は
不
明
な
が
ら
、
世
界
的
な
〈
一
致
〉
が
あ
る
こ
と
、〈
遠
く
離
れ

た
〉
も
の
が
互
い
に
似
て
い
る
こ
と
、
現
在
の
段
階
で
は
説
明
不
可
能
だ
が
、
そ
れ
に
は
〈
何
か
よ
く
よ
く
の
原
因
〉
が
あ
る
に
違

い
な
い
こ
と
、
昔
話
を
研
究
し
な
が
ら
、
柳
田
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

世
界
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
昔
話
が
、
類
話
の
糸
に
よ
っ
て
縦
横
無
尽
に
互
い
に
連
携
し
合
い
、
雄
大
な
相
関
図
を
織
り
成
し

て
ゆ
く
様
に
は
、
心
を
と
き
め
か
す
よ
う
な
何
か
が
あ
る
。
昔
話
に
は
地
域
性
（
ロ
ー
カ
ル
）
と
全
世
界
性
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）
が
交
錯

す
る
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
カ
ルglocal

な
性
格
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
グ
リ
ム
童
話
と
日
本
昔
話
を
両
極
に
、
昔
話
の
世
界
的
な
〈
一

致
〉
の
謎
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。〈
遠
く
離
れ
た
〉
ド
イ
ツ
と
日
本
の
昔
話
が
〈
互
い
に
似
通
う
〉
て
い
る
様
子
を
、
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〈
伝
播
の
経
路
〉
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
紹
介
し
、
一
致
の
〈
原
因
〉
を
探
る
こ
と
に
す
る
。
今
回
は
、
両
国
を
結
ぶ
中
継
地
点
と

し
て
、「
ユ
ー
ラ
シ
ア
」Eurasien

、
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パEuropa

＋
ア
ジ
アA

sien

、
中
で
も
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
と
ト
ル
コ

民
族
に
注
目
し
た
い
。

一　

柳
田
の
グ
リ
ム
研
究

　

日
本
で
初
め
て
、
グ
リ
ム
童
話
と
日
本
昔
話
の
密
接
な
関
係
に
気
付
い
た
の
は
柳
田
国
男
で
あ
っ
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は

彼
の
グ
リ
ム
研
究
で
あ
る
。
二
度
に
渡
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
滞
在
時
代
、
柳
田
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
旅
行
し
な
が
ら
、
民
族
学
・
民
俗

学
関
係
の
洋
書
（
英
語
、
独
語
、
仏
語
）
を
多
数
購
入
し
た
が（

６
）、

そ
の
中
に
は
有
名
な
ボ
ル
テ
／
ポ
リ
フ
カ
共
著
『
グ
リ
ム
兄
弟
の
「
子

供
と
家
庭
の
童
話
集
」
注
解
』
全
五
巻J.Bolte/G. Polívka: A

nm
erkungen zu den K

inder- und H
ausm

ärchen der 
Brüder Grim

m
, 5Bde.

（1913/1915/1918/1930/1932

）（
Ｂ
／
Ｐ
と
略
記

（
７
））

も
含
ま
れ
て
い
た
（
滞
欧
中
に
第
一
～
三
巻
、
帰
国
後
第

四
、
五
巻
を
揃
え
た
）。

　

今
日
な
お
、
口
承
文
芸
学
の
最
重
要
文
献
の
一
つ
で
あ
る
Ｂ
／
Ｐ
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
に
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
子
供
と
家
庭
の

童
話
集
』（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
略
記
）
各
話
へ
の
詳
し
い
注
釈
と
世
界
規
模
の
類
話
一
覧
が
収
め
ら
れ
、
第
四
巻
と
第
五
巻
は
、
全
世
界
の
昔

話
の
歴
史
と
研
究
史
を
詳
細
か
つ
体
系
的
に
解
説
し
て
い
る
。
柳
田
文
庫
所
蔵
の
原
書
の
「
昔
話
の
歴
史
」
に
は
特
に
、
無
数
の
ア

ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て
お
り
、
柳
田
の
徹
底
し
た
研
究
ぶ
り
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
柳
田
は
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
の
Ｋ
Ｈ
Ｍ
三
巻
（
出

版
年
不
詳
）
と
Ｂ
／
Ｐ
五
巻
を
出
発
点
に
、
昔
話
の
東
西
比
較
を
構
想
し
た
（『
昔
話
覚
書

（
８
）』）。

　

柳
田
が
本
格
的
に
グ
リ
ム
研
究
に
着
手
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
口
承
文
芸
学
は
、
結
果
的
に
、
世
界
の
潮
流
に
繋
が
る

こ
と
に
な
っ
た
。『
昔
話
覚
書
』
の
中
で
彼
は
指
摘
す
る
。「
グ
リ
ム
兄
弟
が
独
逸
の
片
田
舎
で
聴
き
集
め
た
も
の
の
中
に
も
、
日
本

で
我
々
の
祖
先
た
ち
が
、
楽
し
み
語
っ
て
い
た
の
と
ま
ず
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
話
が
、
五
十
は
安
々
と
拾
い
上
げ
ら
れ
る
と
い
っ
て



　　　　28

い
る
人
々
も
あ
る（

９
）」。

グ
リ
ム
童
話
と
日
本
昔
話
の
類
似
性
に
柳
田
は
す
で
に
着
目
し
て
い
た
の
で
あ
る）

（1
（

。

　

遠
く
離
れ
た
国
や
土
地
に
、
な
ぜ
似
通
っ
た
話
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
謎
は
、
様
々
な
地
理
的
・
歴
史
的
な
伝
承
経
路
、

そ
し
て
国
際
的
な
文
化
交
流
を
予
想
さ
せ
る
。
以
下
、
鳥
言
葉
と
竜
退
治
の
昔
話
を
具
体
例
に
、
そ
の
様
子
を
覗
い
て
み
た
い
。

二　
（
具
体
例
１
）
鳥
言
葉

　
二
・
１　

グ
リ
ム
兄
弟
編
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
所
収
の
「
三
つ
の
言
葉
」D

ie drei Sprachen

（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
三
三
）
は
次
の

よ
う
な
話
で
あ
る
。（
要
約
、
以
下
同
じ
）

　

昔
、
ス
イ
ス
の
老
伯
爵
に
一
人
息
子
が
い
た
が
、
物
覚
え
が
悪
い
の
で
、
評
判
の
先
生
の
許
へ
送
り
出
し
た
。
一
年
後
、
帰

っ
て
来
た
息
子
は
犬
の
言
葉
を
習
っ
た
と
言
う
。
伯
爵
は
失
望
し
、
息
子
を
別
の
都
の
先
生
に
頼
ん
だ
。
一
年
後
、
息
子
は
小

鳥
の
言
葉
を
学
ん
だ
と
報
告
す
る
。
父
親
は
腹
を
立
て
、
息
子
を
三
番
目
の
先
生
の
所
へ
行
か
せ
た
。
一
年
後
、
息
子
は
蛙
の

言
葉
を
覚
え
た
と
答
え
る
。
烈
火
の
よ
う
に
怒
っ
た
父
親
は
、
息
子
を
森
で
殺
す
よ
う
に
家
来
に
命
じ
た
が
、
憐
れ
ん
だ
家
来

は
息
子
を
逃
が
し
た
。
息
子
が
あ
る
城
へ
行
く
と
、
人
間
を
喰
う
山
犬
た
ち
が
塔
に
い
て
怖
れ
ら
れ
て
い
た
。
若
者
（
息
子
）

は
犬
の
言
葉
か
ら
、
彼
ら
が
塔
の
地
下
室
の
宝
物
の
番
を
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
外
に
持
ち
出
す
と
犬
た
ち
は
静
か

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
若
者
は
ロ
ー
マ
に
行
き
た
く
な
っ
た
が
、
途
中
、
沼
の
蛙
の
言
葉
を
聞
い
て
憂
鬱
に
な
っ
た
。
ロ
ー
マ

に
到
着
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
死
去
し
た
法
王
の
後
継
者
選
び
が
行
わ
れ
て
い
た
。
教
会
に
入
る
と
、
白
い
鳩
が
二
羽
、
若
者
の

肩
に
と
ま
っ
た
。
神
の
奇
蹟
と
さ
れ
、
若
者
は
法
王
に
選
ば
れ
た
。
蛙
は
そ
の
運
命
を
予
告
し
て
い
た
の
だ）

（（
（

。

　

ス
イ
ス
南
西
オ
ー
バ
ー
ヴ
ァ
リ
ス
地
方
の
昔
話
で
、
グ
リ
ム
の
「
原
注
」O

riginalanm
erkungen

に
拠
る
と）

（1
（

、
本
話
は
法
王
シ

ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
二
世
（
在
位
九
九
九
―
一
〇
〇
三
）
お
よ
び
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
（
在
位
一
一
九
八
―
一
二
一
六
）
に
纏
わ
る
伝
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説
に
由
来
し
て
い
る
。

　
二
・
２　
「
動
物
の
こ
と
ば
が
分
か
る
男
」（『
シ
ベ
リ
ア
民
話
集
』）

　

昔
、
男
が
狩
り
に
行
っ
て
穴
に
落
ち
た
。
そ
こ
に
金
色
の
角
の
あ
る
蛇
の
ハ
ン
王
が
い
た
。
男
は
三
年
間
、
穴
で
過
ご
し
た

後
、
蛇
の
背
に
乗
っ
て
外
に
出
た
が
、
蛇
の
角
の
欠
片
を
手
に
し
た
瞬
間
、
蛇
の
言
葉
が
分
か
っ
た
。
蛇
は
男
に
、
お
前
は
動

物
の
言
葉
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、
誰
に
も
そ
れ
を
話
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
忠
告
し
た
。
男
が
帰
宅
し
、
夜
、
ね
ず

み
の
会
話
を
耳
に
し
た
と
き
、
可
笑
し
く
て
笑
っ
た
。
馬
鹿
に
さ
れ
た
と
思
っ
た
妻
が
怒
っ
て
問
い
詰
め
た
の
で
、
男
は
秘
密

を
漏
ら
し
た
。
そ
の
途
端
、
彼
は
動
物
の
言
葉
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た）

（1
（

。

　

バ
イ
カ
ル
湖
周
辺
に
住
む
ブ
リ
ヤ
ー
ド
族
に
伝
わ
る
昔
話
で
、
こ
の
民
族
は
言
語
的
に
モ
ン
ゴ
ル
語
族
に
属
し
て
い
る）

（1
（

。

　
二
・
３　
「
動
物
言
葉
の
護
符
」（『
ト
ル
コ
の
民
話
』）

　

夕
方
、
農
夫
が
仕
事
か
ら
帰
る
途
中
、
道
端
の
藪
で
一
匹
の
蛇
が
苦
し
ん
で
い
た
。
茨
の
棘
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
た
の
だ
。

農
夫
は
蛇
を
木
に
絡
ま
せ
棘
を
抜
い
て
や
っ
た
。
救
わ
れ
た
瞬
間
、
蛇
は
美
し
い
乙
女
に
変
身
し
お
礼
が
し
た
い
と
言
っ
た
。

彼
女
は
蛇
の
大
王
（
パ
デ
ィ
シ
ャ
）
の
娘
だ
っ
た
。
乙
女
は
農
夫
を
父
王
の
許
に
連
れ
て
行
き
、
大
王
に
何
が
欲
し
い
か
訊
か

れ
た
ら
、
鳥
と
獣
の
言
葉
が
分
か
る
護
符
と
答
え
る
よ
う
に
忠
告
し
た
。
大
王
は
人
に
秘
密
が
知
ら
れ
た
ら
死
ぬ
と
男
に
言
っ

た
。
宮
殿
を
去
っ
た
農
夫
が
、
途
中
、
疲
れ
て
木
陰
で
休
ん
で
い
る
と
、
二
羽
の
鴉
が
会
話
を
し
て
い
た
。
こ
の
愚
か
な
男
（
農

夫
）
は
宝
の
上
に
座
っ
て
い
る
の
に
気
付
い
て
い
な
い
、
と
。
農
夫
が
鍬
で
掘
る
と
、
金
の
詰
ま
っ
た
甕
が
出
て
き
た
。
袋
に

金
を
入
れ
農
夫
は
帰
宅
し
、
各
種
の
動
物
を
買
い
、
馬
た
ち
の
会
話
か
ら
妻
の
妊
娠
を
知
っ
て
思
わ
ず
笑
っ
た
。
妻
が
理
由
を

問
い
質
し
た
が
、
夫
は
答
え
ず
、
杖
で
叩
い
て
黙
ら
せ
た
。
妻
は
従
順
に
な
り
、
子
供
が
生
ま
れ
、
夫
婦
は
幸
せ
に
暮
ら
し
た）

（1
（

。
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文
中
の
大
王
（
パ
デ
ィ
シ
ャ
）Padischah

は
イ
ス
ラ
ム
の
元
首
を
意
味
す
る
。
ち
な
み
に
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
中
、
カ
ラ
・

ハ
ー
ン
朝
の
ト
ル
コ
族
は
、
十
世
紀
半
ば
、
西
方
か
ら
伝
来
し
た
イ
ス
ラ
ム
に
改
宗
し
、
ト
ル
コ
族
最
初
の
イ
ス
ラ
ム
王
朝
と
な
っ

て
い
る）

（1
（

。

　
二
・
４　
「
鳥
や
獣
の
言
葉
が
分
か
る
人
々
」（『
中
国
の
神
話
伝
説
』）

　

中
国
の
古
文
献
に
よ
れ
ば
、
春
秋
時
代
（
紀
元
前
七
七
〇
―
四
〇
三
）
に
は
牛
の
言
葉
、
後
漢
時
代
（
紀
元
後
二
五
―
二
二
〇
）
に

馬
の
言
葉
、
三
国
時
代
（
同
二
二
〇
―
二
八
〇
）
に
鳥
の
言
葉
、
唐
代
（
同
六
一
八
―
九
〇
七
）
に
も
鳥
の
言
葉
を
理
解
し
た
人
の
話

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
孔
子
の
高
弟
、
公こ

う

冶や
ち

長よ
う

は
鳥
の
言
葉
が
分
か
る
奇
妙
な
特
技
で
有
名
だ
っ
た
。
あ
る
時
、
彼
は
雀

の
会
話
か
ら
斉
人
が
攻
め
て
く
る
こ
と
を
知
り
、
人
々
は
敵
を
撃
退
し
国
土
を
守
る
こ
と
が
出
来
た）

（1
（

。

　
二
・
５
・
１　
「
聴
耳
頭
巾
」（
岩
手
県
）

　

奥
州
の
あ
る
在
所
に
貧
し
い
爺
が
い
た
。
氏
神
の
稲
荷
様
は
善
良
な
爺
に
宝
頭
巾
を
与
え
た
。
被
る
と
鳥
や
獣
の
言
葉
が
分

か
る
頭
巾
だ
っ
た
。
爺
が
路
傍
の
大
樹
の
下
で
居
眠
り
し
て
い
る
と
、
浜
と
国
中
か
ら
一
羽
ず
つ
鴉
が
飛
ん
で
来
て
、
枝
に
止

ま
っ
て
会
話
を
始
め
た
。
爺
は
早
速
、
聴
耳
頭
巾
を
被
っ
た
。
浜
の
村
の
長
者
が
土
蔵
を
建
て
て
五
、
六
年
に
な
る
が
、
屋
根

に
蛇
が
釘
で
打
ち
付
け
ら
れ
て
半
死
半
生
に
な
っ
て
い
る
。
長
者
の
娘
の
永
患
い
は
そ
れ
が
原
因
だ
。
こ
う
話
し
て
鴉
た
ち
は

飛
び
去
っ
た
。
爺
が
長
者
の
家
に
行
き
、
蛇
を
助
け
る
と
、
娘
の
病
気
は
回
復
し
た
。
長
者
は
お
礼
に
三
百
両
を
爺
に
あ
げ
た
。

爺
は
氏
神
様
の
お
宮
を
建
て
直
し
た
。［
以
下
略）

（1
（

］

　
二
・
５
・
２　
「
聞
き
耳
」（
く
の
つ
）（
熊
本
県
）



31　グリム童話と日本昔話

　

昔
、
鏡
研
ぎ
師
が
浜
辺
を
歩
い
て
い
る
と
、
大
き
な
亀
を
苛
め
て
い
る
者
が
い
た
。
研
ぎ
師
は
亀
を
買
い
取
り
海
へ
逃
が
し

て
や
っ
た
。
あ
る
日
、
山
道
を
行
く
と
、
大
男
が
来
て
、
竜
宮
の
殿
様
の
お
妃
を
救
っ
た
お
礼
だ
と
言
っ
て
、
研
ぎ
師
を
背
中

に
負
っ
て
御
殿
へ
向
か
っ
た
。
大
男
は
、
土
産
に
は
く
の
つ
と
い
う
鳥
を
も
ら
う
よ
う
に
忠
告
し
た
。
ふ
た
た
び
大
男
の
背
中

に
乗
っ
て
帰
宅
し
た
研
ぎ
師
は
、
く
の
つ
を
耳
に
当
て
木
の
上
の
鴉
た
ち
の
会
話
を
聴
き
、
殿
様
の
病
が
、
柱
の
下
の
蛙
と
蛇

が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
殿
様
の
病
気
を
治
し
、
殿
様
の
後
継
ぎ
に
な
っ
た）

（1
（

。

　

二
・
５
・
１
「
聴
耳
頭
巾
」
は
、
柳
田
国
男
編
『
日
本
の
昔
話
』（
昭
和
五
年
初
版
、
同
三
五
年
改
訂
）
収
録
の
東
北
地
方
の
昔
話
、
二
・

５
・
２
「
聞
き
耳
」（
く
の
つ
）
は
、
稲
田
浩
二
編
『
日
本
の
昔
話
』（
上
）
所
収
の
九
州
地
方
の
も
の
で
あ
る
。
熊
本
の
話
は
、
冒

頭
が
浦
島
太
郎
タ
イ
プ
に
な
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
、
後
半
は
岩
手
の
話
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
鳥
言
葉
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
伝
承
、
古
代
北
欧
歌
謡
集
『
エ
ッ
ダ
』Edda

の
一
篇
を
紹
介
す
る
。

　
二
・
６　
「
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
歌
」

　

英
雄
シ
グ
ル
ズ
は
養
父
で
鍛
冶
屋
の
レ
ギ
ン
に
唆
さ
れ
、
黄
金
を
守
っ
て
い
る
大
蛇
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
（
レ
ギ
ン
の
兄
）
の
心

臓
を
、
道
に
開
け
た
穴
の
中
か
ら
剣
で
刺
し
貫
く
。
瀕
死
の
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
（
輝
く
竜
）
は
、
宝
は
命
取
り
に
な
る
、
と
予
言

し
て
死
ぬ
。
隠
れ
て
い
た
レ
ギ
ン
が
現
れ
、
大
蛇
の
心
臓
を
火
で
炙
っ
て
く
れ
と
シ
グ
ル
ズ
に
頼
む
。
木
の
枝
に
刺
し
て
心
臓

を
炙
っ
て
い
た
シ
グ
ル
ズ
が
、
焼
け
た
か
ど
う
か
指
で
つ
ま
ん
で
試
す
と
火
傷
し
、
指
を
口
の
中
に
入
れ
た
。
心
臓
の
血
が
彼

の
舌
に
触
れ
た
瞬
間
、
彼
は
鳥
の
言
葉
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
四し

じ

十ゆ
う

雀か
ら

た
ち
の
会
話
か
ら
、
レ
ギ
ン
が
シ
グ
ル
ズ
を
罠
に
か

け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
レ
ギ
ン
の
首
を
刎
ね
れ
ば
、
黄
金
が
手
に
入
る
こ
と
を
知
る
。
シ
グ
ル
ズ
は
先
手
を
打
ち
、
剣
で

レ
ギ
ン
の
首
を
刎
ね
、
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
棲
み
か
で
莫
大
な
黄
金
を
見
つ
け
る
。
そ
れ
を
箱
に
詰
め
て
馬
の
背
中
に
積
み
、
彼

は
立
ち
去
る）

11
（

。
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シ
グ
ル
ズ
は
ド
イ
ツ
中
世
の
英
雄
叙
事
詩
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
の
中
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
原
像
と
も
言
う
べ
き
英
雄
で

あ
る）

1（
（

。
グ
リ
ム
童
話
「
三
つ
の
言
葉
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
三
三
）
あ
る
い
は
「
白
い
蛇
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
七
）
に
見
ら
れ
る
「
動
物
（
鳥
）
の
言
葉

が
分
か
る
」
モ
テ
ィ
ー
フ
が
す
で
に
こ
こ
に
窺
わ
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。「
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
歌
」
は
、
十
世
紀
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー

あ
る
い
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
成
立
し
た
作
品
と
言
わ
れ
る）

11
（

。

　

以
上
、
二
・
１
か
ら
二
・
６
に
見
る
よ
う
に
、「
鳥
言
葉
の
昔
話
」
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
は
中
国
か
ら
西
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ス

イ
ス
／
北
欧
）
ま
で
、
ま
た
大
陸
か
ら
海
を
隔
て
て
、
東
は
日
本
、
西
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ま
で
、
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
タ
イ
プ
で

あ
る
。

　
二
・
７
（
解
説
）
鳥
言
葉
の
昔
話

　

鳥
言
葉
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
、
柳
田
国
男
は
今
日
な
お
比
較
民
話
の
模
範
と
す
べ
き
名
論
文
を
残
し
た
。
昭
和
十
二
（
一
九

三
七
）
年
六
月
十
四
日
に
放
送
さ
れ
、
翌
年
『
昔
話
と
文
学
』（
一
九
三
八
年
刊
）
に
収
録
さ
れ
た
「
鳥
言
葉
の
昔
話）

11
（

」
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

全
七
章
の
同
論
考
の
中
で
柳
田
は
、
初
め
に
、
互
い
に
よ
く
似
た
昔
話
が
「
偶
然
に
無
関
係
に
生
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
想
像
し

が
た
い
」（
第
一
章
）
と
前
置
き
し
、「
驚
く
べ
き
昔
話
の
世
界
的
一
致
」
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、「
片
端
」、
つ
ま
り
イ
ン
ド
か
ら
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
ま
で
の
西
側
の
み
原
因
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
イ
ン
ド
か
ら
東
は
未
開
拓
で
、
日
本
が
寄
与
す
べ
き
点
は

そ
こ
に
あ
る
と
語
る
。

　

続
い
て
彼
は
こ
の
テ
ー
マ
の
先
行
論
文
と
し
て
、
世
界
的
に
有
名
な
三
人
の
学
者
、
ド
イ
ツ
の
碩
学
テ
オ
ド
ア
・
ベ
ン
フ
ァ
イ
（
一

八
〇
九
―
一
八
八
一
）
の
『
動
物
言
葉
の
昔
話
』、
イ
ギ
リ
ス
の
民
族
学
者
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
フ
レ
イ
ザ
ー
（
一
八
五
四
―
一
九
四
一
）
の

『
動
物
の
言
葉
』、
そ
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
民
俗
学
者
ア
ン
テ
ィ
・
ア
ー
ル
ネ
（
一
八
六
七
―
一
九
二
五
）
の
『
動
物
の
言
葉
の
解



33　グリム童話と日本昔話

る
男
と
聴
き
た
が
る
女
房
』
を
紹
介
す
る
（
第
二
章
）。
ベ
ン
フ
ァ
イ
は
イ
ン
ド
の
説
話
集
『
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』
の
独
語
訳
で

知
ら
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者
で
、
世
界
の
昔
話
の
イ
ン
ド
起
源
説
を
唱
え
た
、
い
わ
ゆ
る
移
動
理
論W

andertheorie

の
代
表

者
で
あ
る）

11
（

。
名
著
『
金
枝
篇
』
で
有
名
な
フ
レ
イ
ザ
ー
も
動
物
の
言
葉
に
関
心
を
寄
せ
、
ま
た
『
昔
話
の
タ
イ
プ
』
を
刊
行
し
た
ア

ー
ル
ネ
は
、
動
物
の
言
葉
が
分
か
る
秘
密
を
人
に
伝
え
る
と
命
を
失
う
に
も
拘
わ
ら
ず
、
動
物
た
ち
の
会
話
を
聞
い
て
思
わ
ず
笑
っ

た
た
め
に
、
理
由
を
女
房
に
問
い
詰
め
ら
れ
る
男
の
話
を
論
じ
て
い
る
。
柳
田
は
こ
の
タ
イ
プ
を
〈
複
雑
型
〉
と
呼
び
、
そ
れ
が
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
に
普
及
し
な
か
っ
た
事
実
に
読
者
の
注
意
を
喚
起
す
る
（
第
三
章
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
「
聴
耳
」
で
は
、
動
物
の
言
葉
が
分
か
っ
て
得
を
し
た
、
あ
る
い
は
人
助
け
が
出
来
た
、
と
い
っ
た
〈
単

純
型
〉
が
支
配
的
で
、
グ
リ
ム
童
話
の
「
三
つ
の
言
葉
」
も
こ
の
タ
イ
プ
に
近
く
、「
二
つ
の
遠
く
離
れ
た
も
の
が
、
か
え
っ
て
互

い
に
よ
く
似
通
う
て
い
る
」
例
が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
。

　

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
に
海
を
隔
て
て
浮
か
ぶ
日
本
列
島
が
、
同
大
陸
西
端
の
国
ド
イ
ツ
と
よ
く
似
た
鳥
言
葉
の
昔
話
を
共
有
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
柳
田
は
、
日
本
の
中
で
も
喜
界
島
や
奄
美
大
島
の
「
聴
耳
」
タ
イ
プ
が
、
海
の
底
の
都
で
あ
る
南
西
諸
島

の
ネ
リ
ヤ
（
ニ
ル
ヤ
／
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
）
と
連
繋
し
て
い
る
点
に
、
島
国
日
本
の
「
鳥
言
葉
」
の
特
色
を
探
る
（
第
四
・
五
章
）。
す
な

わ
ち
、
動
物
の
言
葉
が
分
か
る
宝
頭
巾
は
、
わ
が
国
の
伝
承
に
お
い
て
は
、
他
界
か
ら
の
贈
り
物
な
の
で
あ
る
。

　

柳
田
は
グ
リ
ム
童
話
「
三
つ
の
言
葉
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
三
三
）
の
粗
筋
を
紹
介
し
て
い
る
が
（
第
六
章
）、
彼
の
論
考
を
補
足
す
る
意
味
で
、

こ
こ
で
グ
リ
ム
の
右
の
物
語
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

フ
ロ
イ
ト
派
の
心
理
学
者
ブ
ル
ー
ノ
・
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
「
三
つ
の
言
葉
」
に
登
場
す
る
三
種
の
動
物
に
着
目
す
る
（『
昔
話

の
魔
力）

11
（

』）。
犬
と
鳥
と
蛙
は
、
換
言
す
る
と
、
大
地
、
空
、
水
に
生
き
る
哺
乳
類
、
鳥
類
、
両
生
類
で
あ
る
。
三
種
の
動
物
は
、
要

す
る
に
、
三
つ
の
自
然
界
の
存
在
を
代
表
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
生
物
進
化
論
的
に
、
原
始
か
ら
高
等
ま
で
三
段
階
を
示
し
て
い

る
。
従
っ
て
、
三
つ
の
言
葉
を
習
得
し
た
伯
爵
の
息
子
は
、
馬
鹿
者
ど
こ
ろ
か
、
観
点
を
変
え
れ
ば
、
逆
に
、
自
然
界
の
奥
義
に
通

じ
た
知
恵
者
で
あ
る
。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
昔
話
の
中
の
犬
を
「
自
我
」ego
、
自
我
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
鳥
を
「
超

−

自
我
」
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super-ego

、
蛙
を
原
初
的
な
衝
動
で
あ
る
「
イ
ド
」id 

（
英
語it

）
に
置
き
替
え
、
こ
れ
ら
三
要
素
の
有
機
的
な
関
係
か
ら
人
間
の

発
達
が
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
と
す
る）

11
（

。
物
語
の
主
人
公
は
三
つ
の
言
葉
の
習
得
か
ら
〈
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
統
合
〉
を
学
び
取
っ

た
の
で
あ
る
。　

　

と
こ
ろ
で
、
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
の
『
昔
話
の
タ
イ
プ
』
と
最
近
の
ウ
タ
ー
編
『
国
際
的
昔
話
の
タ
イ
プ
』
で
は
、「
三
つ

の
言
葉
」
は
Ａ
Ｔ
／
Ａ
Ｔ
Ｕ
六
七
一T

he T
hree Languages

に
分
類
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
Ａ
Ｔ
六
七
〇
「
動
物

の
言
葉
」T

he A
nim

al Languages

お
よ
び
Ａ
Ｔ
Ｕ
六
七
〇
「
動
物
の
言
葉
が
分
か
る
男
」T

he M
an W

ho U
nderstands 

A
nim

al Languages 
の
タ
イ
プ
が
設
定
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
そ
の
中
、
Ａ
Ｔ
六
七
〇
は
、
１
「
蛇
の
贈
り
物
」、
２
「
好
奇
心
の
強
い
妻
」、

３
「
雄
鶏
の
演
説
」
を
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
掲
げ
る
。
本
稿
第
二
章
で
紹
介
し
た
シ
ベ
リ
ア
（
ブ
リ
ヤ
ー
ト
族
）
民
話
「
動
物
の

こ
と
ば
が
分
か
る
男
」（
二
・
２
）
と
ト
ル
コ
民
話
「
動
物
言
葉
の
護
符
」（
二
・
３
）
は
そ
の
典
型
例
で
、
前
者
は
１
と
２
の
要
素
、

後
者
は
１
と
２
と
３
す
べ
て
の
要
素
を
具
備
し
て
い
る
。
中
央
ア
ジ
ア
に
広
く
居
住
す
る
モ
ン
ゴ
ル
民
族
（
ブ
リ
ヤ
ー
ト
族
を
含
む
）

と
ト
ル
コ
民
族
に
「
好
奇
心
の
強
い
妻
」
が
共
通
し
て
い
る
点
に
、
地
域
性
や
民
族
性
が
反
映
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
グ
リ

ム
童
話
に
も
日
本
の
「
聴
耳
」
に
も
そ
れ
が
欠
如
し
て
い
る
の
と
は
、
柳
田
の
指
摘
す
る
通
り
（
第
七
章
）、
対
照
的
で
あ
る
。

「
鳥
言
葉
」
に
関
し
て
付
言
す
る
と
、
鴉
が
関
与
し
た
物
語
が
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
多
い
の
が
注
目
さ
れ
る
（
前
記
ト
ル
コ
／
日

本
）。
鴉
が
賢
い
鳥
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り）

11
（

、
例
え
ば
、
北
欧
神
話
の
主
神
オ
ー
デ
ィ
ン
は
フ
ギ
ン
（
思
考
）
と
ム
ニ

ン
（
記
憶
）
と
い
う
名
の
二
羽
の
鴉
か
ら
世
の
中
の
情
報
を
収
集
す
る）

11
（

。
グ
リ
ム
童
話
「
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
六
）
や
「
二
人

の
旅
職
人
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
〇
七
）、
ま
た
日
本
の
「
聴
耳
」
の
中
で
、
主
人
公
は
鴉
の
会
話
か
ら
重
要
な
ニ
ュ
ー
ス
を
入
手
し
て
い
る
。

鴉
ば
か
り
で
は
な
く
、
雀
（
中
国
の
伝
承
）
や
四
十
雀
（『
エ
ッ
ダ
』「
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
歌
」）
等
が
貴
重
な
報
せ
を
伝
え
て
く
れ
る
例

も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
動
物
（
鳥
）
と
人
間
と
の
関
わ
り
は
、
一
般
的
に
、
奥
が
深
く
、
こ
れ
に
纏
わ
る
民
間
伝
承
の
一

端
を
、
我
々
は
様
々
な
国
の
昔
話
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
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三　
（
具
体
例
２
）
竜
退
治

　
三
・
１　
「
二
人
兄
弟
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
六
〇
）

　

グ
リ
ム
兄
弟
編
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
所
収
の
「
二
人
兄
弟
」D

ie zw
ei Brüder

の
粗
筋
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

昔
、
金
持
ち
の
金
細
工
師
の
兄
と
貧
し
い
箒
作
り
の
弟
が
い
た
。
弟
に
は
二
人
の
息
子
が
い
た
が
、
邪
悪
な
兄
（
伯
父
）
に

よ
っ
て
、
森
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
。
狩
人
が
二
人
を
見
つ
け
て
育
て
、
狩
り
を
学
ば
せ
た
。
修
業
の
旅
に
出
た
二
人
兄
弟
は
、

途
中
、
兎
、
狐
、
狼
、
熊
、
獅
子
を
仲
間
に
し
た
。
そ
の
後
、
弟
は
黒
い
紗
の
布
を
張
っ
た
都
へ
行
っ
た
。
姫
が
山
の
上
の
竜

（
ド
ラ
ゴ
ン
）
の
人
身
御
供
に
な
る
と
言
う
。
翌
朝
、
狩
人
（
弟
）
が
竜
の
山
に
登
る
と
、
小
さ
な
教
会
が
あ
っ
た
。
祭
壇
の
杯

を
飲
み
干
す
者
は
力
強
き
者
、
地
中
の
剣
を
用
い
よ
、
と
立
て
札
に
書
か
れ
て
い
た
。
狩
人
は
行
動
を
開
始
し
、
姫
を
教
会
に

入
れ
、
仲
間
の
動
物
に
加
勢
さ
れ
な
が
ら
、
七
つ
の
頭
の
竜
と
戦
い
、
そ
れ
を
退
治
し
、
証
拠
と
し
て
竜
の
舌
を
切
り
取
っ
た
。

疲
れ
て
寝
て
い
る
間
に
、
悪
い
侍
従
長
が
狩
人
の
首
を
切
り
、
竜
の
頭
を
袋
に
入
れ
、
姫
を
抱
い
て
山
を
下
り
、
竜
退
治
の
功

績
を
自
称
し
、
姫
を
脅
迫
し
て
一
年
後
の
彼
女
と
の
結
婚
を
取
り
決
め
た
。
殺
さ
れ
た
狩
人
は
、
仲
間
の
兎
が
採
っ
て
来
た
草

の
根
で
生
き
返
っ
た
。
都
に
赤
い
幕
が
張
ら
れ
、
侍
従
長
と
姫
の
婚
礼
が
準
備
さ
れ
た
が
、
動
物
た
ち
の
助
力
で
、
姫
は
狩
人

が
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
王
様
の
前
に
竜
の
頭
が
並
べ
ら
れ
、
侍
従
長
が
姫
の
婿
と
告
げ
ら
れ
た
と
き
、
狩
人
が
現
れ

た
。
竜
の
舌
は
ど
こ
か
と
彼
は
問
い
、
包
み
か
ら
舌
を
取
り
出
し
た
。
狩
人
は
事
の
次
第
を
王
様
に
報
告
し
、
侍
従
長
は
牡
牛

四
頭
に
引
き
裂
か
れ
、
姫
は
狩
人
と
結
婚
し
た
。
そ
し
て
狩
人
は
王
国
を
継
い
だ
。［
以
下
略）

1（
（

］。

　

Ｋ
Ｈ
Ｍ
の
中
で
も
最
長
篇
の
「
二
人
兄
弟
」
に
は
様
々
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
小
さ
な
教
会
、
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祭
壇
、
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
と
、
人
身
御
供
を
救
う
た
め
の
英
雄
と
竜
と
の
戦
い
と
い
う
異
教
的
要
素
が
、
物
語
の
核
心

部
を
構
成
し
て
い
る
。

　
三
・
２　
「
雲
か
ら
落
ち
た
刺
繍
靴
―
大
蛇
の
穴
か
ら
救
わ
れ
た
王
女
」（『
中
国
民
話
集
』）

　

乞
食
と
独
身
者
が
仲
良
く
な
り
義
兄
弟
に
な
っ
た
。
二
人
が
山
へ
薪
を
採
り
に
行
く
と
、
旋
風
が
吹
き
、
黒
い
妖
怪
が
風
の

中
で
赤
い
服
の
女
を
担
い
で
い
た
。
二
人
が
斧
を
投
げ
る
と
、
刺
繍
を
し
た
靴
が
落
ち
、
妖
怪
の
血
が
滴
っ
た
。
布
告
が
出
た
、

皇
帝
の
娘
が
大
風
に
攫
わ
れ
た
、
娘
を
捜
し
出
し
た
者
に
は
金
銀
、
役
職
そ
し
て
娘
を
与
え
る
、
と
。
乞
食
と
独
身
者
が
名
乗

り
出
、
山
の
上
の
血
の
跡
を
辿
っ
た
。
谷
間
の
家
の
爺
と
婆
が
、
今
夜
、
男
の
子
が
九
頭
の
大
蛇
に
捧
げ
ら
れ
る
と
言
っ
て
泣

い
た
。
風
が
吹
き
、
独
身
者
が
斧
を
振
り
下
ろ
す
と
、
妖
怪
が
血
を
流
し
て
消
え
た
。
追
う
と
、
荒
れ
た
山
に
洞
穴
が
あ
っ
た
。

乞
食
は
独
身
者
を
下
に
下
ろ
し
た
。
地
下
で
は
、
王
女
が
泉
の
水
で
妖
怪
の
血
の
つ
い
た
服
を
洗
っ
て
い
た
。
妖
怪
は
、
頭
を

切
り
落
と
し
て
身
体
を
切
り
刻
め
ば
死
ぬ
と
、
王
女
が
独
身
者
に
教
え
た
。
彼
は
妖
怪
を
退
治
し
た
。
王
女
は
金
の
腕
輪
を
二

つ
に
割
っ
て
、
一
つ
を
独
身
者
に
他
の
一
つ
を
自
分
の
も
の
と
し
た
。
合
図
で
乞
食
が
縄
を
引
き
上
げ
る
と
、
王
女
が
あ
ま
り

に
美
し
か
っ
た
の
で
気
が
変
わ
り
、
彼
は
洞
穴
に
石
を
投
げ
て
立
ち
去
っ
た
。
洞
穴
に
は
白
い
竜
が
鎖
に
繋
が
れ
て
い
た
。
竜

王
の
息
子
で
、
九
頭
の
大
蛇
に
よ
っ
て
地
獄
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
独
身
者
が
鎖
を
切
る
と
、
王
子
は
九
頭
の
大
蛇
を
火

で
焼
い
て
灰
に
し
、
独
身
者
を
背
中
に
乗
せ
洞
穴
か
ら
脱
出
し
た
。
竜
王
は
喜
び
、
独
身
者
を
竜
宮
に
引
き
と
め
た
。
一
方
、

乞
食
は
王
女
を
連
れ
て
宮
殿
に
行
っ
た
が
、
嘘
に
気
付
か
れ
追
放
さ
れ
た
。
独
身
者
が
宮
殿
に
向
か
う
と
王
女
が
喜
び
、
彼
は

証
拠
の
金
の
腕
輪
を
皇
帝
に
示
し
て
王
女
の
夫
と
な
っ
た）

11
（

。

　

中
国
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
昔
話
で
、
グ
リ
ム
童
話
の
「
二
人
兄
弟
」
同
様
、
長
篇
の
物
語
で
あ
る
。
旋
風
の
中
の
妖
怪
が
赤

い
服
の
王
女
を
攫
う
様
子
は
幻
想
的
で
、
洞
穴
の
上
（
乞
食
）
と
下
（
独
身
者
）、
悪
と
善
の
対
比
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
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三
・
３　
「
エ
メ
ラ
ル
ド
の
不
死
鳥
の
物
語
」（『
ト
ル
コ
民
話
集
』）

　

皇
帝
の
庭
園
に
林
檎
の
木
が
あ
っ
た
。
毎
年
、
三
つ
の
実
を
な
ら
せ
た
が
、
真
夜
中
に
七
頭
の
魔
神
が
そ
れ
を
取
っ
て
し
ま

っ
た
。
皇
帝
の
三
人
の
息
子
が
魔
神
を
退
治
し
よ
う
と
、
先
ず
長
兄
が
見
張
っ
た
が
恐
怖
の
た
め
に
失
敗
、
次
兄
も
同
じ
で
、

三
男
の
番
に
な
っ
た
。
彼
は
コ
ー
ラ
ン
を
懐
に
入
れ
て
庭
園
に
行
き
、
七
頭
の
魔
神
（
竜
）
の
頭
に
矢
を
放
っ
て
命
中
さ
せ
た
。

し
か
し
竜
は
逃
げ
去
っ
た
。
三
人
の
皇
子
が
竜
の
跡
を
追
っ
た
。
竜
が
隠
れ
た
井
戸
の
底
に
は
美
し
い
姫
が
三
人
い
た
。
末
の

皇
子
が
竜
の
首
を
刎
ね
、
二
人
の
兄
が
三
人
の
姫
を
井
戸
か
ら
引
き
上
げ
た
が
、
弟
を
井
戸
に
落
と
し
て
父
帝
の
許
へ
向
か
っ

た
。
地
下
の
国
で
は
、
水
を
得
る
た
め
に
、
毎
年
、
竜
に
娘
を
一
人
捧
げ
て
い
た
。
明
日
は
皇
帝
の
娘
が
人
身
御
供
に
な
る
。

地
下
の
皇
子
は
姫
の
前
に
立
ち
、
七
頭
の
竜
の
口
に
矢
を
放
っ
た
。
竜
は
死
に
、
そ
の
後
、
皇
子
は
父
帝
の
許
へ
帰
り
、
先
の

三
番
目
の
姫
と
結
婚
し
た）

11
（

。

　

文
中
、
皇
帝
は
「
パ
デ
ィ
シ
ャ
」Padischah
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
昔
の
イ
ス
ラ
ム
の
元
首
を
意
味
す
る
。
ま
た
魔
神
デ
ヴ

D
ev

は
、
元
は
、
ペ
ル
シ
ア
の
民
族
宗
教
の
神
々
を
指
し
た
が
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
で
は
デ
ー
モ
ン
を
意
味
し
た
よ
う
だ
。
魔
神
は
、

こ
こ
で
は
、
竜
［
ド
ラ
ゴ
ン
］
で
あ
る）

11
（

。

　
三
・
４　
「
大
蛇
を
退
治
し
た
娘
」（『
捜
神
記
』）

　

福
建
省
の
庸
嶺
山
の
西
北
に
洞
穴
が
あ
っ
た
。
長
さ
七
、
八
丈
［
一
丈
＝
約
三
メ
ー
ト
ル
］
の
大
蛇
が
棲
み
、
土
地
の
住
民

が
怖
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
牛
や
羊
を
犠
牲
に
捧
げ
て
い
た
が
、
今
度
は
十
二
、
三
歳
の
少
女
を
食
べ
た
い
と
大
蛇
が
要
求
し
た
。

人
々
は
奴
隷
の
娘
や
罪
人
の
娘
を
祭
日
（
八
月
一
日
）
に
捧
げ
た
が
、
十
年
目
に
、
娘
が
六
人
い
る
家
の
末
娘
が
自
ら
犠
牲
の

募
集
に
応
じ
た
。
人
身
御
供
と
し
て
自
分
を
売
り
お
金
を
両
親
に
あ
げ
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
両
親
は
許
さ
な
か
っ
た
。
娘
は
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こ
っ
そ
り
役
人
に
剣
と
蛇
を
咬
む
犬
を
請
う
た
。
洞
穴
の
近
く
に
米
団
子
を
置
き
、
大
蛇
が
食
べ
て
い
る
間
に
、
犬
が
蛇
に
咬

み
付
き
、
娘
は
剣
で
切
り
付
け
、
大
蛇
は
遂
に
死
ん
だ
。
越
王
は
彼
女
を
妃
と
し
、
父
親
を
知
事
に
任
じ
た
。
彼
女
を
称
え
る

民
謡
が
今
も
歌
わ
れ
て
い
る）

11
（

。

　

台
湾
の
対
岸
、
中
国
の
福
建
省
の
昔
話
で
あ
る
。
大
蛇
あ
る
い
は
竜
退
治
の
物
語
は
、
一
般
に
、
男
性
の
英
雄
が
活
躍
す
る
が
、

こ
こ
で
は
珍
し
く
少
女
が
主
人
公
で
、
彼
女
は
自
分
の
意
志
で
怪
物
に
立
ち
向
か
い
、
知
恵
と
勇
気
に
よ
っ
て
こ
れ
を
退
治
す
る
。

　
三
・
５　
「
八や

ま
た
の岐

大お
ろ
ち蛇

」（『
古
事
記
』
上
巻
）

　

高た
か

天ま
が

原は
ら

か
ら
出
雲
の
国
へ
降
り
立
っ
た
須
佐
之
男
命
が
、
肥
河
の
鳥
髪
で
箸
が
流
れ
て
き
た
の
を
見
た
。
川
上
を
探
す
と
、

爺
と
婆
が
少
女
を
挟
ん
で
泣
い
て
い
た
。
爺
は
国
の
神
で
娘
の
名
は
櫛
名
田
比
売
と
い
っ
た
。
理
由
を
訊
ね
る
と
、
娘
八
人
が

八
岐
大
蛇
に
毎
年
一
人
ず
つ
食
わ
れ
た
と
言
う
。
そ
れ
は
ホ
ウ
ズ
キ
の
よ
う
に
赤
い
眼
、
八
つ
の
頭
と
尾
、
長
さ
が
八
つ
の
谷

八
つ
の
峰
に
わ
た
る
大
蛇
だ
っ
た
。
須
佐
之
男
命
は
娘
を
妻
に
請
い
、
娘
を
瓜
形
の
櫛
に
変
え
て
御み

角み
ず
ら髪

に
刺
し
、
爺
と
婆
に

濃
い
酒
を
造
ら
せ
た
。
垣
を
め
ぐ
ら
し
、
八
つ
の
門
に
八
つ
の
桟
敷
、
桟
敷
に
濃
い
酒
の
入
っ
た
酒さ

か

槽お
け

を
準
備
し
た
。
大
蛇
が

酒
を
飲
み
眠
る
と
須
佐
之
男
命
は
十と

つ

拳か
の

剣け
ん

で
そ
れ
を
斬
っ
た
。
肥
河
は
真
っ
赤
に
染
ま
り
、
命
は
出
雲
に
新
居
を
構
え
た）

11
（

。

　

有
名
な
八
岐
大
蛇
退
治
の
物
語
で
あ
る
。
注
釈
書
に
よ
る
と）

11
（

、
そ
れ
は
蛇
体
の
水
神
で
、
具
体
的
に
は
、
島
根
県
の
斐
伊
川
の
水

霊
で
あ
る
。
川
は
鳥
取
県
と
の
境
の
船
通
山
を
源
と
し
、
西
北
に
進
み
、
宍
道
湖
に
注
ぐ
。
八
頭
の
竜
は
、
大
小
の
支
流
を
合
わ
せ

て
流
れ
る
大
河
の
比
喩
と
も
言
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、
ゲ
ル
マ
ン
神
話
の
中
の
竜
退
治
に
関
し
て
は
、
前
記
『
エ
ッ
ダ
』「
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
の
歌
」（
二
・
６
）
に
そ
の
祖
形
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
。
粗
筋
は
先
に
紹
介
し
た
通
り
だ
が
、
シ
グ
ル
ズ
伝
説
の
主
眼
は
、
大
蛇
が
守
る
宝
物
の
獲
得
で
、
姫
の
救
出
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で
は
な
い
。
後
者
の
タ
イ
プ
は
『
エ
ッ
ダ
』
で
も
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
で
も
な
く
、
ド
イ
ツ
の
民
衆
本
『
不
死
身
の
ジ
ー
ク

フ
リ
ー
ト
』
に
窺
う
こ
と
が
出
来
る）

11
（

。

　
三
・
６
（
解
説
）
竜
退
治
の
昔
話

　

ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
が
話
型
Ａ
Ｔ
三
〇
〇
に
分
類
し
た
「
竜
退
治
」T

he D
ragon-Slayer

は
、
Ａ
Ｔ
五
一
〇
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」

Cinderella

と
並
ぶ
圧
倒
的
な
人
気
を
誇
る
物
語
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
口
承
文
芸
学
者
ク
ル
ト
・
ラ
ン
ケ
は
Ａ
Ｔ
三
〇
三
「
二

人
兄
弟
」T

he T
w

ins or Blood-Brothers

と
Ａ
Ｔ
三
〇
〇
の
類
話
一
〇
〇
〇
余
り
を
分
析
し
た
が）

11
（

、
そ
れ
は
類
話
九
〇
〇
余
り

を
数
え
る
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
さ
え
凌
い
で
い
る）

11
（

。

　

ギ
リ
シ
ア
語
〈
ド
ラ
コ
ー
ン
〉drakōn

を
語
源
と
す
る
〈
竜
〉（
ド
ラ
ゴ
ン
）
は
、
古
代
の
神
話
の
中
で
す
で
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
最
古
の
文
献
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
賛
歌
』
で
は
、
主
神
イ
ン
ド
ラ
が
水
を
塞
き
止
め
る
悪
竜
ヴ
リ
ト
ラ
を

金こ
ん

剛ご
う

杵し
よ

を
投
じ
て
殺
す
武
勲
が
歌
わ
れ）

1（
（

、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
い
て
は
、
太
陽
神
ア
ポ
ロ
ン
が
デ
ル
フ
ォ
イ
に
棲
む
大
蛇
ピ
ュ
ト
ン

を
殺
し
、
英
雄
ヘ
ラ
ク
レ
ス
は
レ
ル
ネ
ー
の
沼
の
九
頭
の
水
蛇
（
ヒ
ュ
ド
ラ
ー
）
を
退
治
し
、
ま
た
英
雄
ペ
ル
セ
ウ
ス
は
人
身
御
供

と
し
て
海
辺
の
岩
に
鎖
で
繋
が
れ
て
い
た
エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
王
の
姫
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
を
怪
物
か
ら
救
出
し
た）

11
（

。
北
欧
神
話
の
主
神
ト
ゥ

ー
ル
は
恐
ろ
し
い
ミ
ズ
ガ
ル
ズ
蛇
を）

11
（

、
英
雄
シ
グ
ル
ズ
（
ゲ
ル
マ
ン
神
話
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
）
は
大
蛇
フ
ァ
ー
ヴ
ニ
ル
を
退
治
し
た
。

日
本
神
話
の
中
で
も
、
須
佐
之
男
命
が
八
岐
大
蛇
を
退
治
し
て
櫛
名
田
比
売
を
救
っ
て
い
る
（『
古
事
記
』
上
巻
）。

　

キ
リ
ス
ト
教
が
広
ま
っ
た
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
竜
は
悪
の
象
徴
と
し
て
大
き
な
存
在
と
な
っ
た
（『
新
約
聖
書
』「
ヨ
ハ
ネ
黙
示

録
」
等）

11
（

）。
そ
し
て
中
世
に
は
、
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
出
身
の
ロ
ー
マ
の
騎
士
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
の
竜
退
治
が
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
の
『
黄
金
伝
説
』

に
よ
っ
て
急
速
に
普
及
し
た）

11
（

。

「
竜
退
治
」
は
多
く
の
場
合
、
英
雄
に
よ
る
王
女
の
救
出
を
テ
ー
マ
と
す
る
た
め
、
昔
話
研
究
に
お
い
て
は
特
に
〈
ア
ン
ド
ロ
メ

ダ
型
〉
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る）

11
（

。
グ
リ
ム
童
話
「
二
人
兄
弟
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
六
〇
）（
三
・
１
）
は
ま
さ
し
く
こ
の
タ
イ
プ
に
属
し
て
お
り
、
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キ
リ
ス
ト
教
国
以
外
の
昔
話
に
お
い
て
も
、「
雲
か
ら
落
ち
た
刺
繍
靴
」（
内
モ
ン
ゴ
ル
）（
三
・
２
）
や
「
エ
メ
ラ
ル
ド
の
不
死
鳥
の

物
語
」（
ト
ル
コ
）（
三
・
３
）
は
そ
の
例
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
に
比
べ
る
と
、
中
国
の
『
捜
神
記
』
の
「
大
蛇
を
退
治
し
た
娘
」
は
、
主
人
公
が
男
性
の
英
雄
で
は
な
く
乙
女
で
あ
る
点
が

一
風
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
竜
の
好
物
（
蜜
を
か
け
た
米
団
子
）
を
準
備
す
る
工
夫
は
、『
古
事
記
』（
濃
い
酒
）
と
の
共
通
性
を
感
じ

さ
せ
て
興
味
深
い）

11
（

。

　

英
雄
に
よ
る
王
女
の
救
出
を
描
く
〈
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
型
〉
が
、
一
般
に
、
人
々
の
共
感
を
呼
び
や
す
い
タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
は
容

易
に
想
像
さ
れ
る
が
、
宗
教
学
者
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
（
一
九
〇
七
―
八
六
）
は
、
イ
ン
ド
の
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
に
関
連

し
て
、
竜
退
治
の
物
語
を
こ
う
解
釈
す
る
。
イ
ン
ド
ラ
神
に
よ
る
悪
竜
ヴ
リ
ト
ラ
退
治
に
は
、
あ
ら
わ
で
な
い
も
の
、
形
な
き
も
の
、

す
な
わ
ち
原
初
の
カ
オ
ス
（
混
沌
）
を
制
御
し
て
、
天
地
創
造
を
成
し
遂
げ
た
太
古
の
記
憶
が
刻
ま
れ
て
い
る
、
と
（『
永
遠
回
帰
の

神
話）

11
（

』）。
竜
（
＝
大
蛇
）
は
、
他
方
、
作
物
や
家
畜
や
土
地
を
荒
ら
す
自
然
の
猛
威
（
河
川
、
雷
光
等
）
の
イ
メ
ー
ジ
と
二
重
写
し
に

も
な
る
。『
古
事
記
』
の
八
岐
大
蛇
退
治
は
そ
の
例
で
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
よ
る
水
蛇
ヒ
ュ
ド
ラ
ー
退
治
も
同
類
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、

大
地
ガ
イ
ア
の
託
宣
所
の
番
を
し
て
い
た
ピ
ュ
ト
ン
（
竜
）
を
退
治
し
て
パ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
山
麓
の
デ
ル
フ
ォ
イ
に
神
託
所
を
開
い
た

ア
ポ
ロ
ン
の
物
語
は
、
土
着
＝
竜
と
外
来
＝
英
雄
と
の
戦
い
の
比
喩
と
し
て
も
解
釈
で
き
る）

11
（

。
さ
ら
に
竜
退
治
に
関
し
て
は
、
深
層

心
理
学
的
な
解
釈
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ド
ラ
ゴ
ン
は
、
人
間
（
子
供
）
が
そ
の
成
長
過
程
で
対
峙
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
敵
対
的
な
諸
力
、
例
え
ば
、
圧
倒
的
な
父
親
の
イ
マ
ー
ゴ
を
具
象
化
し
た
も
の
で
、
人
は
物
語
を
媒
介
に
し
て
、
ド
ラ
ゴ
ン

（
＝
父
親
）
殺
し
を
、
良
心
の
呵
責
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
享
受
し
内
面
化
し
て
、
己
の
成
長
の
糧
と
す
る
こ
と
が
出
来
る）

11
（

。

　

最
後
に
、
わ
が
国
の
場
合
、
大
陸
か
ら
伝
来
し
た
竜
伝
説
は
、
台
風
、
洪
水
、
稲
作
等
の
風
土
的
な
条
件
と
絡
み
合
っ
て
、
竜
神
、

雷
神
、
海
神
、
要
す
る
に
、
水
の
神
の
性
格
を
帯
び
た
と
言
わ
れ
る）

1（
（

。
昔
話
に
お
け
る
怪
物
は
、
日
本
で
は
、
竜
よ
り
は
、
主
と
し

て
猿
（
神
）
で
あ
り
、
そ
の
退
治
譚
が
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
岩
手
県
の
大
蛇
退
治
の
昔
話
は
、
珍
し
く
〈
ア

ン
ド
ロ
メ
ダ
型
〉
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
末
に
は
日
本
的
な
宗
教
観
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
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（
要
約
）
あ
る
侍
が
山
を
歩
い
て
い
る
と
、
箸
が
流
れ
て
く
る
。
川
上
の
村
の
家
で
、
爺
と
婆
が
泣
い
て
い
る
。
聴
く
と
、
七

人
の
娘
が
い
た
が
、
毎
年
六
月
十
五
日
に
、
畑
を
荒
ら
す
大
蛇
の
人
身
御
供
に
一
人
ず
つ
捧
げ
、
明
日
は
最
後
の
娘
の
番
だ
と

言
う
。
頭
が
八
つ
あ
る
大
蛇
を
退
治
す
る
た
め
に
、
侍
は
酒
を
準
備
し
て
も
ら
い
、
娘
が
入
る
箱
に
彼
が
入
っ
て
、
酔
っ
た
大

蛇
の
頭
を
刀
で
斬
る
。
し
か
し
大
蛇
は
死
な
ず
、
娘
が
長
刀
で
斬
っ
て
も
駄
目
で
あ
る
。
そ
こ
で
侍
は
、
祭
り
の
時
、
権
現
様

に
し
て
一
番
先
に
お
供
え
を
す
る
か
ら
命
を
く
れ
、
と
蛇
に
懇
願
す
る
。
大
蛇
は
遂
に
殺
さ
れ
る）

11
（

。

　

明
ら
か
に
『
古
事
記
』
の
「
八
岐
大
蛇
」
直
系
の
物
語
で
あ
る
。
但
し
、
侍
は
、
須
佐
之
男
命
の
よ
う
に
、
大
蛇
を
退
治
す
る
こ

と
は
出
来
ず
、
権
現
様
に
し
て
祀
る
約
束
を
す
る
こ
と
で
大
蛇
に
死
ん
で
も
ら
う
。
本
地
垂
迹
説
に
よ
る
と
、
日
本
の
神
々
は
、
仏

が
衆
生
を
救
う
た
め
に
権
現
と
し
て
出
現
し
た
も
の
と
さ
れ
る）

11
（

。
右
の
場
合
、
大
蛇
は
そ
の
「
権
現
」
＝
神
＝
竜
神
に
祀
り
上
げ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

四　

東
西
一
致
の
謎
―
多
元
発
生
説
と
移
動
説
―

　

以
上
、
具
体
例
１
「
鳥
言
葉
」
と
具
体
例
２
「
竜
退
治
」
を
読
ん
で
き
た
。
前
者
は
、
西
か
ら
順
に
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
（『
エ
ッ
ダ
』）、

ス
イ
ス
（
グ
リ
ム
童
話
）、
ト
ル
コ
、
シ
ベ
リ
ア
（
ブ
リ
ヤ
ー
ト
族
）、
中
国
そ
し
て
日
本
、
後
者
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
ト

ル
コ
、
内
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、
日
本
を
採
り
上
げ
た
。
ち
な
み
に
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
族
は
モ
ン
ゴ
ル
語
族
に
属
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
鳥
言
葉
」
に
し
ろ
「
竜
退
治
」
に
し
ろ
、
何
故
に
こ
れ
ほ
ど
類
似
し
た
物
語
が
互
い
に
か
け
離
れ
た
地
域
に
存
在

し
て
い
る
の
か
。
口
承
文
芸
学
で
は
、
従
来
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
た
め
に
、
様
々
な
見
解
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
大
き
く
、

「
多
元
発
生
」Polygenese

説
と
「
移
動
説
」W

andertheorie

に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
主
に
、
十
九
世
紀
の
後
半
、
イ
ギ
リ
ス
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の
Ａ
・
ラ
ン
グ
、
Ｅ
・
Ｂ
・
タ
イ
ラ
ー
、
そ
し
て
人
類
学
派
が
唱
え
た
理
論
だ
が）

11
（

、
実
は
、
す
で
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
は
『
子

供
と
家
庭
の
童
話
集
』「
原
注
」
の
「
文
献
」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
お
の
ず
か
ら
現
れ
出
る
思
想
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
非
常
に
単
純
で
自
然
な
た
め
、
至
る
所
で
繰
り
返
さ
れ
る
状
況
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
国
々
で
、
同
一
の
、
あ
る
い
は
類
似
し
た
昔
話
が
、
互
い
に
関
係
な
く
生
ま
れ
る
こ
と

も
あ
り
得
た
の
で
あ
る）

11
（

」。

　

グ
リ
ム
は
昔
話
の
一
致
の
理
由
を
「
共
通
の
根
本
思
想
」der gem

einsam
e Grundgedanke

に
探
る
の
だ
が）

11
（

、
要
す
る
に
、

似
た
よ
う
な
状
況
下
に
、
類
似
の
物
語
が
互
い
に
関
係
な
く
自
然
に
発
生
す
る
と
い
う
の
が
「
多
元
発
生
説
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
昔
話
に
は
生
ま
れ
故
郷
が
あ
り
、
そ
れ
は
地
域
内
で
、
ま
た
国
境
を
越
え
て
国
際
的
に
、
久
し
い
時
間
を
か
け
て
移
動
し
伝

播
す
る
、
と
す
る
の
が
「
移
動
説
」
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者
テ
オ
ド
ア
・
ベ
ン
フ
ァ
イ
が
提
起
し
た
理
論
で
、

イ
ン
ド
の
説
話
集
『
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』
を
独
語
訳
し
た
彼
は
、
イ
ン
ド
に
生
ま
れ
た
昔
話
が
西
と
東
へ
移
動
し
な
が
ら
、
世
界

中
に
広
く
伝
承
さ
れ
た
と
説
く）

11
（

。
こ
れ
は
民
族
大
移
動
と
密
接
に
結
び
付
い
た
理
論
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
の
「
地
理
的
・
歴
史

的
方
法
」
も
こ
れ
に
基
づ
く）

11
（

。

　

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
の
多
元
発
生
説
の
根
拠
と
な
る
「
共
通
の
根
本
思
想
」
は
、
現
在
、
振
り
返
る
と
、
ス
イ
ス
の
深
層
心

理
学
者
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グ
（
一
八
七
五
―
一
九
六
一
）
の
「
集
合
的
無
意
識
」das kollektive U

nbew
usste

の
概
念

に
通
底
す
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
ユ
ン
グ
は
個
人
的
な
無
意
識
の
さ
ら
に
深
層
に
「
集
合
的
無
意
識
」
が
潜
む
と
想
定
し
た
の
だ

が
（『
集
合
的
無
意
識
の
概
念
』
一
九
三
六
年）

11
（

）、
こ
の
概
念
は
昔
話
の
「
全
世
界
的
な
一
致
」
の
謎
を
解
明
す
る
上
に
有
力
な
示
唆
を

与
え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
柳
田
国
男
は
ユ
ン
グ
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
ユ
ン
グ
の
先
駆
者
で
あ
る
ド

イ
ツ
の
心
理
学
者
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
の
『
民
族
心
理
学
原
理
』（
一
九
一
六
年
）
や
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ

ー
ル
の
『
原
始
心
性
』（
一
九
二
三
年
）
等
を
研
究
し
て
、「
フ
ォ
オ
ク
ロ
ア
の
無
意
識
な
る
伝
承
」（『
口
承
文
芸
史
考
』
一
九
四
七
年
）

あ
る
い
は
「
民
族
心
理
の
痕
」（『
妹
の
力
』
一
九
四
〇
年
）
と
い
っ
た
心
理
学
的
要
因
を
考
慮
に
入
れ
た
民
俗
学
を
構
想
し
て
い
た）

1（
（

。
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一
方
、
移
動
説
に
関
し
て
も
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
は
重
要
な
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。
初
期
の
論
文
「
古
代
ド
イ
ツ
文
学

の
成
立
と
そ
の
北
欧
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
」Ü

ber die Entstehung der altdeutschen Poesie und ihr V
erhältnis zu 

der nordischen

（
一
八
〇
八
年
）
の
中
で
彼
は
こ
う
語
る
。

「
ア
ジ
ア
か
ら
発
し
、
ロ
シ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
を
通
り
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
に
達
し
、
そ
れ
か
ら
ユ
ト
ラ
ン
ド
と
シ
ェ
ラ
ン
を
通
っ
て
、

そ
の
（
北
欧
）
民
族
は
北
方
の
国
、
小
人
た
ち
が
と
ほ
う
も
な
い
宝
を
山
の
中
で
守
り
、
龍
が
黄
金
の
上
に
横
た
わ
っ
て
、
そ
れ
を

保
護
し
て
い
る
国
へ
や
っ
て
き
た
。
神
話
に
深
く
根
付
い
て
い
て
、
多
様
な
形
態
を
と
る
、
北
欧
の
富
に
つ
い
て
の
こ
の
信
仰
が
、

ふ
た
た
び
現
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
富
の
神
が
住
ん
で
い
る
、
ふ
し
ぎ
な
山
メ
ル
に
つ
い
て
の
イ
ン
ド
人
の
伝
説
が
、
ス
カ
ン
ジ

ナ
ヴ
ィ
ア
へ
行
き
先
を
む
け
た
、
と
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
が
報
告
し
て
い
る
の
も
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い）

11
（

」。

　

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
が
右
の
論
文
を
発
表
し
た
一
八
〇
八
年
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
批
評
家
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー

ゲ
ル
（
一
七
七
二
―
一
八
二
九
）
は
彼
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
の
集
大
成
『
イ
ン
ド
人
の
言
語
と
知
恵
に
つ
い
て
』Ü

ber die 
Sprache und W

eisheit der Indier

）
11
（

を
刊
行
し
た
。
そ
れ
は
十
八
世
紀
末
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
隆
盛
と
な
っ
た
古
代
イ
ン
ド
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
学
・
文
学
研
究
の
記
念
碑
的
な
成
果
の
一
つ
で
、
先
述
ベ
ン
フ
ァ
イ
の
『
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』
独
語
訳
と
同

様
、
移
動
説
の
根
拠
と
な
っ
た
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
も
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
、
昔
話
の
移
動
に
注
目
し
た
。
引
用
文
中
、「
メ

ル
山
」Berg M

eru

は
イ
ン
ド
の
神
々
が
住
む
山
で
、
世
界
の
中
心
に
位
置
す
る
と
さ
れ
る）

11
（

。
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
「
富
の
神
」
が

イ
ン
ド
か
ら
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
至
っ
た
（
移
動
し
た
）
経
路
を
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
カ
ス
ピ
海
沿
岸
、
そ
し
て
コ
ー
カ
サ
ス

の
北
側
に
想
定
し
た）

11
（

。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
そ
れ
を
「
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
す
る
。

　

イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
研
究
が
本
格
化
し
た
状
況
の
中
で
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
は
、
以
上
の
よ
う
に
、「
多
元
発

生
説
」
と
「
移
動
説
」
双
方
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
、
昔
話
が
伝
承
さ
れ
て
ゆ
く
様
態
を
柔
軟
に
考
え
る
。
そ
の
姿
勢
は
、
今

日
も
、
模
範
と
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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結　

語

　

グ
リ
ム
童
話
と
日
本
昔
話
、
換
言
す
れ
ば
、
遠
く
離
れ
た
西
洋
と
東
洋
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
諸
民
族
、
と
り
わ
け
モ
ン
ゴ
ル

民
族
と
ト
ル
コ
民
族
、
そ
れ
に
中
国
を
媒
介
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
予
想
以
上
に
互
い
の
関
係
が
深
い
こ
と
が
分
か
る
。
民
族
の

移
動
と
と
も
に
、
口
承
文
芸
も
ま
た
発
祥
地
か
ら
遠
い
異
国
に
移
植
さ
れ
、
鳥
言
葉
や
竜
退
治
等
、
様
々
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
含
む
物

語
が
他
郷
の
地
へ
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
や
グ
リ
ム
兄
弟
は
、
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
比

較
研
究
の
延
長
線
上
に
、
昔
話
の
東
か
ら
西
へ
の
移
動
経
路
に
つ
い
て
語
っ
た
が
、
柳
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
特
に
我
々
日
本
人

は
、
視
線
を
東
へ
向
け
る
こ
と
で
、
東
西
交
流
の
視
界
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
中
で
も
、
シ
ベ
リ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、

中
国
、
朝
鮮
半
島
の
ル
ー
ト
を
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
昔
話
研
究
は
確
実
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
に
な
っ
て
ゆ
く
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
場
合
、
本
稿
で
見
た
よ
う
に
、
遥
か
な
島
国
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
日
本
は
、
そ
の
間
に
横
た
わ
る
広
大
無
辺
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

の
距
離
を
、
意
外
に
も
、
瞬
く
間
に
縮
め
て
く
れ
る
。
口
承
文
芸
学
の
醍
醐
味
の
一
つ
は
そ
こ
に
あ
る
。
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催
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に
し
た
も
の
で
あ
る
。
講
演
を
聴
講
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、
ま
た
講
演
の
際
に
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
成
城
大
学
名
誉
教
授

民
俗
学
研
究
所
元
所
員
）




